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1951による水田皮膚炎の研究

２）ヒラマキモドキの世代交代および

越冬とＧｓ〃"ｍｅの感染
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要約

ヒラマキモドキの寿命は約１年で，６月上旬に水田中に稚貝が現れ，８月までに殻径２～５ｍｍに

成長する。水田が落水されると稲株や株間の士壌内に移動し，その後発育することなく，稲刈り後
もそのまま越冬する。翌年４月より耕起された水田で急速に成長し，５月に産卵し，７月には死滅
する。ＧｓｔｚＬｍａｅによる水田皮膚炎の発生する水田では，４月より５月中旬の間に採餌のために

水田に飛来するムクドリが虫卵を排泄し，水田の水中で孵化したミラシジウムが越冬したヒラマキ

モドキに侵入する。ムクドリは田植以後餌場を水田より果樹園等に変えて移動するため，その年の
新世代のヒラマキモドキは大部分Ｇｓｔｕｍｊａｅに感染することなく成長し，越冬する。

その年の水田皮膚炎の発生状況は４月の水田へのムクドリの飛来状況と降水量によると思われる。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Oigα"ｔｏＭｈａ７ｚｉａｓｔｕ７"iae,PoZypyJis/zemiSp/zae7uZa,，paddydermatitis

材料および方法はじめに

ムクドリ住血吸虫Oigα"toＭ/za7Ziastumtaeの中

間宿主はヒラマキモドキPoZypyZishemtSP/ｚａｅＭａ

以外に知られていない。ヒラマキモドキは，ムクドリ住

血吸虫セルカリアによる水田皮膚炎が報告されている地

方の水田には，関東以西沖縄県までいたるところで分布

が確認されている。

しかしヒラマキモドキのＧｓｔｕｍｉａｅ感染状況の報

告はその調査時点での成績のみで，年間を通じてのヒラ

マキモドキの感染率の推移に関する情報はMatsumura

etaL（1984）があるのみで，貝の成長，世代交代，生

態と関連づけた研究は全くなく，Ｇｓｔｕｒｍａｃの自然

界における生活史の重要な部分が不明のままになってい

る。我々は今回流行地の同一の水田で３年間にわたり毎

月ヒラマキモドキの調査を通年行い，GstzL7"ｍｅの

生活史についての新知見を得たので報告する。

調査地点は前報（大島ら，1991）に同じ。1988年１月

より1990年６月まで３年間にわたり同一の水田で，１９８８

年４月より８月までは月平均２回，1988年１月より３月

までと10月より翌年３月までは月１回ヒラマキモドキを

採集した。

４月より８月まで水田に水のある間は，毎回同一の４

名が小型の網（直径３cmの針金の輪に目の粗いナイロン

メッシュを張り，２０cm程度の柄をつけたもの）で水面に

浮遊するヒラマキモドキを30分間に採集した数の合計を

もって採集個体数とし，殻径別の個体数を記録した。

越冬ヒラマキモドキの調査は，稲刈り後の田で稲株１０

株と稲間の士を直径および深さ約10cmの円筒状に５箇所

採取し，２６°Ｃの水中に浸して５日間観察し，水面に浮遊

した貝を集計して１サンプル当たりの平均をとった。

ヒラマキモドキのGstIL7"ｉａｅの感染状況は，貝を２

枚のガラス板に挾み圧砕して，脱イオン水を数滴加え，

実体顕微鏡下でＧ，stu77ziaeのセルカリアの有無を観

察した。
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長したが個体数は半減した。一方，６月７日には新たに

l～３mmの稚貝が出現し始めたが，この稚貝群には感染

が認められなかった。６月21日には稚貝群の個体数が増

加したが，２～３mmの稚貝のGstur"ｉａｃの感染は0.5

％にすぎず，３～４mm群は両群が混在し，４～６ｍｍ群は

越冬貝のみと思われ，個体数は少ないが感染率はそれぞ

れ14.3％，２０．５％の高率を示した。

７月には越冬貝の大部分は死滅して採取できず，８月

"ｍｅの感染状況

1988年４月は降雨が多く，調査田は入水前でも湛水状

態であった。

Ｆｉｇ．１に示すように４月１９日に２ｍｍ以上６ｍｍ未満

(以下２～６mmと表記する）のヒラマキモドキ116個を採

取し感染率は4.3％であったのが５月２４日には３～７ｍｍ

に成長し，個体数も1,195個に急増し，感染率も１１．９％

に上昇した。越冬貝は６月７日にはさらに４～７mmに成
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Fig.１Growth,longevityandgenerationchangeofＰｏｌｙ/1〕ﾉﾉLshemKsphaeﾉｗ/bintheendemicareaofpaddydermatitis
withreferencetomfectionwitｈＧｊｇα"'０６ﾉﾉﾉ!α反ｊａｓｍｒ"/α２.Openblocksincludingsolidblocksindicatesnails
collectedbyfburpｅｏｐｌｅｍ３０ｍｉｎ，SolidblocksindicatesnailsinfectedwithG.s/〃ｍｍｒｅＴ：TotalＮｏ．ofsnails．
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にはその年の新世代のヒラマキモドキのみとなり，G

stzJ7"ｍｅの感染率は２回の調査でそれぞれ0.3％および

0.7％の低率であった。

以上に見られた新旧２世代のヒラマキモドキが４月よ

り８月にかけて示す成長の過程と，個体数の増減とG

stur7ziaeの感染率の推移の傾向は1989年，1990年の調

査によっても同様に確認された。

次にＧｓｔｕ７"ｊａｅのヒラマキモドキへの感染率の最

も高くなる６月上旬の1988,1989,1990年のヒラマキモ

ドキの殻径別に感染率を観察すると，Ｆｉｇ２のように

いずれの年も殻径の大きくなるにしたがって感染率が上

昇し，６ｍｍ以上の大型ヒラマキモドキは最高の感染率

(1989,1990年度は100％）を示した。

Ｔａｂｌｅｌに示すように，５日までに10日間で回収される

貝の97.2％が浮上したので以後観察は５日間で打ち切っ

た。

1988年１月１９日より３月15日までと１０月31日より翌年

４月25日までの10回の調査成績をＴａｂｌｅ２に示す。ヒラ

マキモドキは稲刈り後の水田で稲株の中と士壌中で越冬

していることがわかる。稲株l株当たりと株間の土壌１

サンプル中より回収したヒラマキモドキ数の平均値を比

較すると常に稲株の方が多く，越冬貝は土壌中より稲株

に集中する傾向があった。貝の殻径はＦｉｇ．１の８月の

２回が平均3.2および3.3mmで，Ｔａｂｌｅ２の11月～２月

の殼径も2.9～3.2mmであり，８月下旬の水田の落水以後

にはヒラマキモドキの成長は見られない。越冬貝は３月

下旬より急速な成長が見られた。

越冬貝のＧｓｍ７"ｉａｅの感染状況については1988年

１月19日に稲株より採取したヒラマキモドキの１個に感

染が見られた。越冬貝の総数に対する感染率は0.4％

(1／235）で1988年８月16日の0.7％（Ｆｉｇ．１）に近く，

８月下旬の感染状況がそのまま越冬中も持ち越され，稲

株や土壌中に移行して以後は翌春まで新感染はないもの

と思われた。

考察

今回Ｇ・stu7"ｉａｅによる水田皮膚炎の流行地で同一

２）落水水田におけるヒラマキモドキの生態とＧｓｍ７－

ｒｚｍｅの感染状況

水田が９月に落水されるとヒラマキモドキは稲株と，

株間の足跡などによってできたくぼみや割れ目（以下

｢士壌」と略記する）に移行して発育を停止し，表土よ

り採集できなくなる。稲刈り前は稲株と稲間の土壌は採

取できないので，稲刈り後より越冬貝の調査を行った。

まず，稲株および士のサンプルよりヒラマキモドキを

回収するのに必要にして充分な日数を定めるため，稲株

11株と土壌５サンプルを水中に入れ１０日間観察した。

1９８８ＪＵＮＥ７

Ｔ：４４５

Ｒ：１１．９％

、８４．７ｍ

100蚕100
L】Ｌ］【】

100 ３ｓ（」

別
０

帥
７

釦
別

口
。
【
－
．
①
閨
ロ
［
閑
。
①
←
⑪
函

9０ 9０ ４■、

8０ 8０

７０7０

6０ 6０

5０ 5０

4０ 4０ 4０

０
０
０
０

３
２
１

０
０
０
０

３
２
１

０
０
０
０

３
２
１

完

1１ Ｌ
Ｌ_，

１６１

／’

1今IF＝1ウシ
１２１０

、

１２３４５６７１２３４５６７１２３４５６７

Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｓｎａｉｌｓ(四）

FigbZCorrelationoftheinfectionｒａｔｅｏｆＰｏ(ypyﾉjMemisp/zaer"ﾉﾋJwiththeshelldiameterofG.s/"r"mleinearly
June.Ｔ:TotalNo.ofsnails.Ｒ:Averagemfectionrate.‘:Averagediameterofsnails.*:No.ofinfectedsnans/ＮＱ
ｏｆｓｎａｉｌｓｅｘａｍｉｎｅｄ．

"肉、▽ＴＴ■▼ｆ､〃、 〆、ｒＴＴ■Ｔで､▲

竜

完 ３２

／
４４

勢
５２

路４４

／
４７

104

／
149

２０

／
４８

毛



1３

TablelDailynumberofsnails(PCOﾉﾉＭＭＣ、卯/mer"ﾉﾋJ)floatedfromricestubandpaddymudcakes＊immersed
in26oCwater

Ｄａｙ
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２
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５

６

７

８

９

１０

１１
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１
１
１
０
０
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０
２
０
０
１
９

０
０
０
１

Ｔｏｔａｌ 1６５１２２８７０３０００ 1０７

*Ｏｎｅｃａｋｅｏｆｐａｄｄｙｍｕｄ：ロ１０×１０cm

Dateofcollection：Feb、２３，１９８８

Table２ Ｎｏ．ofhibernatingsnailscollectedpeｒｏｎｅｒｉｃｅｓｔｕｂｏｒｏｎｅｐａｄｄｙｍｕｄｃａｋｅ*，anddiameterandinfection

rateofsnailsduringhibernation

Dateofcollection

1９８８１９８９

Jan,ｌ９Ｆｅｂ,２３Ｍa１．．１５０ct､３１Nov,Ｚ２Ｄｅｃ２０Ｊａｎ・Ｚ４Ｆｅｂ､Ｚ７Ｍａｒ,Ｚ８Ａｐｒ,２５Total

Ｐｅｒｏｎｅｎｃｅｓｔｕｂ
■

Ｐｅｒｏｎｅｍｕｄｃａｋｅ

3.8

0.0

7.5

4.8

5.3

2.6

１．７

０．５

2.4

0.4

1.7

0.2

0.7

0.0

1.0

0.0

0.3

0.2

0.5
,

0.0

Snaildiameter

inaverage(ｍ、）
Infectionrate

３．１３．０３．１２．９

１／2３０/7９０/4５０/1８０/2６０/1８０/７

3.2３．６

０／1００/４

4.2

0/５ l／235

＝0.4070

*Ｏｎｅｃａｋｅｏｆｐａｄｄｙｍｕｄ：ｄｌＯ×１０cｍ

の水田においてヒラマキモドキを長期にわたり観察した

結果，次の諸問題を明らかにすることができた。

越冬貝は３月下旬より再び成長を始め，４月に気温が上

昇し水田の耕起が始まると，士壌中や稲株より表士に現

れ，代掻きが始まり，降雨や水田の入水によって水中に

移動して成長を加速し，産卵が始まる。越冬貝は５月下

旬より６月上旬にかけて成長の極期に達し，以後死亡し

始め，８月にはその年の新しい世代のヒラマキモドキと

交代する。したがって，ヒラマキモドキの寿命は６月よ

り翌年７月まで約1年である。Ｆｉｇ．１の５月２４日に直

径３～６mmのヒラマキモドキが４月19日に比べ不連続に

大量に出現したのは，水田の耕起，代掻き等により稲株

ｌ）ヒラマキモドキの世代交代と貝の寿命

後藤ら（1952）のヒラマキモドキの発育環の観察は定

期的観察によらないので，寿命も１年か２年か不明であ

る。今回の観察でヒラマキモドキの生活史が以下のよう

に判明した。６月上旬に出現する稚貝集団は水田の水中

で８月中旬までに２～５mmに発育成長し，落水後に士壌

中や稲株中に移動し発育を停止してそのまま越冬する。
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や土壌中に潜んでいた越冬貝が一斉に水中に移行したた

めと解される。

水田はムクドリの採食不適地となり，餌場を求めて畑地

や果樹園その他に移動する（黒田，1956）ため，新世代

のヒラマキモドキには感染の機会がないものと推定され

た。

以上がGstu7"ｍｅのヒラマキモドキへ感染する主

な機会と信じられるが，４月，５月のムクドリの水田へ

の飛来状況や降雨状況は変動要素が大きく，水田耕作作

業日程も一定しないため，６月上旬の田植時におけるヒ

ラマキモドキのGstlLmiae感染率はＦｉｇ．２に見られ

るように年々大きな変動を免れない。４月にムクドリの

水田への飛来が多く，降水量も多ければ，その年に水田

皮膚炎は高率に発生すると想定される。

以上は1988年より1990年にかけての横浜市緑区の水田

における観察結果であるが，沖縄県や二期作・二毛作地

帯を除き主な水田皮膚炎流行地では水田耕作作業過程と

ムクドリの習性は今回の調査地と著しく異なっていると

は思えないので，今回の観察結果が予防対策の参考にな

ると思われる。

２）Gstu7"ｊａｅのヒラマキモドキへの感染時期の推

定

Ｆｉｇ．１の６月21日の新世代ヒラマキモドキの２～３

mm群の感染率0.5％は，越冬貝と新世代貝が交代した８

月４日，８月16日群の感染率0.3％’０．７％と大差ない。

また新世代貝が越冬貝となってもＴａｂｌｅ２のように0.4

％であったことから，新世代ヒラマキモドキの99％以上

には翌年４月までＧｓｔｕ７ｍａｅの感染の機会がなかっ

たことになる。２６°Ｃの水中でヒラマキモドキ中のセルカ

リアの発育に要する日数は26日（未発表）であったので，

それを考慮すれば調査水田においては５月中旬以降には

ヒラマキモドキに対するGstur"ｍｅの新たな感染は

起こっていなかった。

一方，その年のいつからヒラマキモドキへの感染が始

まったかを見ると，Ｔａｂｌｅ２の３月１５日の時点で越冬

貝45個を圧砕した結果ではセルカリアもスポロシストも

全く認められず感染は起こっていない。ところが，Ｆｉｇ．

1の４月19日に初めて越冬貝集団の4.3％に成熟セルカ

リアを認めているので，少なくともその20～30日前に感

染があったことになる。

Ｆｉｇ．２はいずれの年でも６月上旬の時点でヒラマキ

モドキのGstu7"ｍｅ感染率はその殻径にほぼ比例し

て上昇し，最も成長した殻径６～７ｍｍの貝はおおむね

100％感染していることを示している。換言すれば越冬

貝は春先に早く成長を始めたものほど感染の暴露期間と

感染の密度が高かったことになる。

以上を勘案すると1988年度には越冬ヒラマキモドキは

４月上旬より５月中旬までの期間にＧ，ｓｔＬＬｍｔａｅの感

染を受けており，その期間中でも特に早い時期に感染が

集中していたように推測される。

神奈川県米麦改良協会の1991年版水稲栽培ごよみによ

ると４月上～中旬に水田を耕起し堆肥，家畜糞，ケイカ

ル散布等を始め，田植のための入水は５月中～下旬であ

る。耕起された水田は入水前でも降雨があれば湿潤状態

となり，越冬ヒラマキモドキは成長を開始すると同時に
採餌のため水田に飛来したムクドリの排泄するＧ・

stIL7maeの虫卵が孵化してミラシジウムがヒラマキモ

ドキへ侵入するものと推定される。５月下旬の田植以後
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STUDIES ON THE EPIDEMIOLOGY OF AVIAN SCHISTOSOME DERMATITIS
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The population dynamics of Polypylis hemisphaerula in the endemic area of paddy dermatitis were

studied for three years in reference with the infection of Gigantobilharzia sturniae.

The longevity of P.hemisphaerula in the paddy was just one year. In early June, juvenile snails appeared

in paddy water and developed to 2 to 5 mm in diameter in the middle of August. The new generation of

snails were hardly infected with G.sturniae because starlings, the final hosts of G.sturniae, flew away from

the paddy after May. When the paddy dried up in the late August, all the snails migrated into rice stubs and

paddy soil and no snail was left on the surface of paddy mud. No further development of snails occurred

until next March.

When the paddy was cultivated and watered in April or early May, hibernating snails developed rapidly

and got infected with G.sturniae and they showed the highest infection rate in early June. The morbidity

of paddy dermatitis by G.sturniae seems to depend upon the amount of rainfall and the number of starlings

which fly to paddies.




